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さ
い
　

が
い
　

よ
っ　
　
こ
う
　
　
ｋ
・　
　
ね
ん
　
　
●

ｏ
災
春
復
興
記
念
婢

昭
和
７
年
（１
９
７
９
）
「
月
６
日
建
立

【所
在
地
】
下
伊
那
厚
生
病
院
中
央
の
南
側

昭
和
¨
年

（１
９
６
１
）
６
月
下
旬
の
梅
雨

―ｌｉ
線
巣
雨
に

よ
り
．
伊
那
谷
は
未
曾
有
の
修
禍
に
辿
い
．
天
竜
社
は
人
島

川
の
決
壊
に
よ
り
壊
減
的
な
大
損
害
を
こ
う
む

っ
た
．

こ
の
復
―――
に
は
筆
舌
に
ヽ
く
し
椰
い
国
■
を
伴

っ
た
が
．

関
係
者
が

一
九
と
な

っ
て
復
興
に
努
め
た
結
果
．
「転
災
ん

福
」

（災

い
転
じ
て
福
と
為
す
）
を
■
秦
に
造
成
す
る
に
至

り
．
つ
い
に
復
興
を
成
し
送
げ
．
こ
れ
を
記
念
し
て
建
す
き

れ
た
．

_′

プ

［六
区
］

■
■
■

ヽ

復
興
記
念
碑
の
あ
る
場
所

災
害
復
興
記
念
碑

【所
在
地
】

①
下
伊
那
厚
生
病
院
中
央
の
南
側

②
八
十
二
銀
行
駐
車
場
奥

Ｃ
市
田
駅
前
広
場

④
昭
和
通
り
貯
水
槽
横

０
川
端
通
り
貯
水
槽
横

Ｃ
下
，
那
厚
生
病
院
敷
地
内
　
昭
和
３７
年
（１
９
６
２
）

●,●  _

′八十二銀行駐車場真
昭和 22年・1947・

0昭和通り貯水槽横
昭和 6年 (1913)

0市田駅前広場
大正14年 (1925)

こ
の

一本
神
」
は
県
道
バ
イ

パ
ス
の
跨
線
橋
の
下
、
線
路
沿
　
，

い
の
道
路
端
、
下
伊
那
厚
生
病

院
の
フ
ェ
ン
ス
の
中
に
あ
る
。

建
立
は
昭
和
３７
年

（１
９
６

２
）
で

「三
六
水
害
」
の
翌
年

で
あ
る
。

か
っ
て
天
竜
社
の
敷
地
だ

っ

た
所
で
、
再
び
こ
の
よ
う
な
人

き
な
水
害
が
お
こ
ら
な
い
よ
う

に
．
神
に
行

っ
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
．

， ・・い

●
―

不申タ

ノヽ

区

0川端通|,貯水槽横
昭和 10年 (1935)
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さ
ん
　
が

い
　

ば
ん

　

れ

い
　

ひ

ｏ
二
界
萬
霊
暮
［六
区
］

【所
在
地
】
出
砂
原
明
照
寺
前

肛
`ハ

碁

三
界
萬
霊
碑

「前
亡
後
死
二
界
萬
霊
碑
」
は

「正
徳
の
未
満
水
」
の
後

（年
］ゲ
不
明
）
に
建
立
さ
れ
た
。

正
面
の
大
き
な
文
字
の
左
右
に
は
．
小
さ
な
文
字
で
数
行
に
わ
た
り

「未
満
水
」
の
説
明

と
、
こ
の
碑
の
建
立
の
由
緒
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
難
読
で
あ
る
。

碑
文
に
つ
い
て
は
以
前
に
人
区
の
故
春
日
胤
雄
氏
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
て
い
る
の
で
、
つ
ぎ

に
同
氏
に
よ
る
読
み
下
し
文
を
掲
載
す
る
。

正
徳
５
年

（１
７
１
５
）
６
月
１８
日
、
山
も
谷
も
淵
も
崩
れ
、
草
地
は
水
に
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
水
没
し
た
菜
の
跡
に
の
こ
っ
た
も
の
を
衆
め
て

一
つ
の
Ｌ
を
造
っ
て
弔
う
。

ど
う
か
縁
の
あ
る
も
の
も
縁
な
き
も
の
も
、
み
な
均
し
く
仏
の
利
益
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
順
う
も
の
で
あ
る
」
。
（『萩
の
郷
』
第
１７
号
所
載
）

当
時
の
下
市
田
安
養
寺
二
世
住
職
、
了
渓
禅
師
の
建
立
と
な
っ
て
い
る
．

0

養 ;

一
三
界
萬
霊
碑
」
に
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
．

碑
の
表
面
に
は

「奉
順
拝
西
国

（二
十
二
所
）
四

同

（人
十
人
所
）
秩
父

（三
十
四
所
）
坂
東

（三

十
三
所
）
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
．
側
面
に

は
大
保
１３
年

（１
８
４
２
）
千
寅
正
月
と
な

っ
て

い
る
．
も
う

一
方
の
側
面
に
は
願
主
上
沼
久
兵
衛
母
と

な

っ
て
お
り
、
推
察
で
は
亡
く
な

っ
た
我
が
子
の

供
養
の
た
め
に
母
親
が
寄
進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

年
号
か
ら
た
ど
る
と

「出
砂
原
の
六
地
蔵
」
が
再

建
さ
れ
た
翌
年

（
１
８
４
２
）
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
．

|‐   .

一一ξ

臓
・

供養塔のある近景

0)
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一一一
０
・一
一́

一
　

・
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・
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一

　

．

・
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● |

［六
区
］

天
保
１３
年
（１
８
４
２
）
壬
寅
正
月

【所
在
地
】
出
砂
原
明
照
寺
前

供養塔
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'|,入
れ口 {間分,の全景

0.
‐ヤ
‐
お

ノヽ お

井
の

収
り
入
れ
ロ
ツヽ

区

【所
在
地
】
大
島
川
出
口
の
そ
ば

吉
か
ら
天
龍
川
に
沿
っ
た
西
側
に
．
大
島
川
の
水
を
取
水
し
た
大
丼
が
あ
り
、
「小
天
龍
間

分
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
惣
兵
衛
堤
防
築
堤
の
絵
図
面
に
は

「上
の
亀
甲
石
」
の
そ
ば
に

「丼

口
よ
り
‥
」
と
の
記
載
が
あ
り
．
当
時
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
．

惣
兵
衛
堤
防
は
そ
の
後
、
し
ば
し
ば
改
修
さ
れ
て
お
り
．
大
正
３
年

（１
９
１
４
）
７
月
の

水
害
で
．
こ
の
取
り
入
れ
口
も
決
壊
し
た
た
め
、
大
正
３
年

（１
９
１
４
）
９
月
よ
り
翌
４
年

（１
９
１
５
）
４
月
に
か
け
て
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が

「だ
さ
ら
堤
防
」
と
い
わ
れ
る

も
の
で
．　
長
さ
は
約

１５
ｍ
。
こ
の
時
に
新
し
い
取
り
入
れ
口
も
完
成
し
た
。

掲
載
の
写
真
は
そ
の
取
り
人
れ
日
の
水
門
で
．
そ
の
後
．
地
形
や
水
流
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
．

，
り
入
れ
口
の
遠
景

■

一
　

■
一

●
一
・
　

・〓

―

―

ヽ

・
　

一
¨

て

い
　

　

，
・

堤
記
虫

合 カ

婢

き

っ
　

　

こ
う

　

　

せ
き

亀

甲

石

二
区
の

一亀
甲
石
」
と
と
も
に
．
惣
兵
衛
堤
防
築
堤

測
量
の
基
点
と
な

っ
た
。
以
前
は
天
竜
社
の
敷
地
内
に

あ

っ
た
も
の
が
、　
一
民
家
の
民
家
の
石
垣
に
組
み
込
ま

れ
て
い
て
．　
一
部
分
だ
け
が
出
て
い
た
た
め
．
全
体
の

大
き
さ
が
不
明
だ

っ
た
。
明
神
橋
の
パ
イ
パ
ス
エ
事
に

よ
り
埋
没
の
危
機
と
な
り
、
当
時
の
建
設
省

へ
陳
情
の

結
果
、
保
存
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

現
在
は
大
竜
河
畔
の
水
防
小
屋
の
前
の
空
き
地
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
．
表
面
が
削
ら
れ
て
刻
字
が
不
鮮
明
の
た
め
、

下
市
四
史
談
会
で
は
平
成
１５
年

（２
０
０
３
）
に
二
区

の
も
の
を
拓
本
に
と
り
．
業
者
に
依
頼
し
て
再
刻
し
現

在
に
至

っ
て
い
る
。

ひ

［六
区
］

大
正
４
年
（１
９
１
５
）
建
立

記
念
碑

一所
在
地
】

下
市
日
二
区

旧

一水
天
宮
」
の
横

別
記

一
だ
さ
ら
堤
防

一
”
Ｔ

の

記
念
と
し
て
建
●
さ
れ
た
も
の

、́

碑

の
背
面

に
は
―
事

の
市
負
人
と

し
， 、

大
鳥
虎
太
郎
．
野
神
喜
子

太
郎
．
大
滞
米
太
郎
．
坂
牧

思
作
．

収
牧
人
金
治

．
松
島
数
太
郎

．
松

島
平
人
郎
以
Ｌ
Ｌ
名

の
方

々
の
名

前
か
刻
ま
れ
て
い
る
．

亀

甲
石

ヽ

′

^ノデトヽ

,■
`,「
●

7t

［六
区
］

【所
在
地
】
明
神
橋
上
流

水
防
小
屋
前

・ ヽ ―

57




